
JP 4201431 B2 2008.12.24

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
結晶性高分子化合物、結晶核剤として下記〔化１〕の一般式（Ｉ）で表される化合物、顔
料及び顔料分散剤を配合してなる着色合成樹脂組成物において、上記顔料分散剤が、炭素
数８～３０のアルキル基を有するモノ又はジアルキルリン酸エステルの金属塩であり、上
記結晶性高分子化合物が、ポリオレフィン系高分子化合物であることを特徴とする着色合
成樹脂組成物。
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【化１】

【請求項２】
上記顔料分散剤である上記金属塩が、マグネシウム塩又は亜鉛塩である請求項１記載の着
色合成樹脂組成物。
【請求項３】
上記顔料が、酸化鉄系顔料、アゾ系顔料及びフタロシアニン系顔料の中から選ばれる１種
以上である請求項１又は２に記載の着色合成樹脂組成物。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、着色剤として顔料を用いる着色合成樹脂組成物、詳しくは加工性、強度等が改
善された着色合成樹脂組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブテン－１、ポリエチレンテレフタレート、ポリア
ミド等の結晶性高分子化合物は、加熱成形後の結晶化速度が遅いため、加工時の成形サイ
クルが長いことや、金型温度を下げなければならないこと等問題があり、その上、成形後
にも進行する結晶化によって、成形物が変形してしまうことがあった。また、これらの結
晶性高分子化合物材料は、大きな結晶が生成するために、強度が不十分であったり透明性
が劣る欠点があった。
【０００３】
これらの欠点は、結晶性高分子化合物の結晶性に由来するものであり、微細な結晶を急速
に生成させることによって解消できることが知られている。現在、微細な結晶を急速に生
成させるために、結晶化温度を上げる、結晶核剤、結晶化促進剤等を添加する方法が用い
られている。
【０００４】
上記結晶核剤又は結晶化促進剤としては、例えば、４－第三ブチル安息香酸アルミニウム
塩、アジピン酸ナトリウム等のカルボン酸金属塩、ナトリウムビス（４－第三ブチルフェ
ニル）ホスフェート、ナトリウム－２，２' －メチレンビス（４，６－ジ第三ブチルフェ
ニル）ホスフェート等の酸性リン酸エステル金属塩、ジベンジリデンソルビトール、ビス
（メチルベンジリデン）ソルビトール等の多価アルコール誘導体等が用いられていた。こ
れらの化合物の中でも、特開昭５８－１７３６号公報、特開昭５９－１８４２５２号公報
等に記載されたアルキリデンビスフェノール類の環状ホスフェートの金属塩は特にその効
果が特に大きく広く用いられていた。
【０００５】
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しかしながら、これらの化合物の効果は不十分である場合があった。また、顔料を含有す
る着色合成樹脂組成物の場合、成形後の色むらを防止するために顔料分散剤が使用される
が、顔料分散剤に一般的に用いられるカルボン酸の金属塩を使用すると上記結晶核剤又は
結晶化促進剤の効果が著しく低下することあった。
【０００６】
従って、本発明の目的は、優れた加工安定性、強度、加工後の耐収縮性を付与でき、成形
物の変形が極めて少ない着色合成樹脂組成物を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明者等は、検討を重ねた結果、顔料を含有する着色合成樹脂組成物に、結晶核剤とし
て特定のリン酸エステル化合物を、顔料分散剤として特定のアルキルリン酸エステル金属
塩を用いることにより、上記目的を達成し得ることを知見した。
【０００８】
　本発明は、上記知見に基づきなされたもので、結晶性高分子化合物、結晶核剤として下
記〔化２〕（前記〔化１〕と同じ）の一般式（Ｉ）で表される化合物、顔料及び顔料分散
剤を配合してなる着色合成樹脂組成物において、上記顔料分散剤が、炭素数８～３０のア
ルキル基を有するモノ又はジアルキルリン酸エステルの金属塩であり、上記結晶性高分子
化合物が、ポリオレフィン系高分子化合物であることを特徴とする着色合成樹脂組成物を
提供するものである。
【０００９】
【化２】

【００１０】
以下、本発明の着色合成樹脂組成物について詳述する。
【００１１】
本発明の着色合成樹脂組成物に使用される上記一般式（Ｉ）で表される化合物は、結晶核
剤として用いられる。
上記一般式（Ｉ）において、Ｒ1 及びＲ2 で表される炭素原子数１～８のアルキル基とし
ては、例えば、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、第二ブチル、第三ブ
チル、イソブチル、アミル、第三アミル、ヘキシル、ヘプチル、オクチル、イソオクチル
、第三オクチル、２－エチルヘキシル等が挙げられ、Ｍで表されるアルカリ金属としては
、ナトリウム、カリウム、リチウム等が挙げられ、アルカリ土類金属としては、マグネシ
ウム、カルシウム、ストロンチウム、バリウム等が挙げられる。
【００１２】
上記一般式（Ｉ）で表される化合物の具体例としては、下記の化合物Ｎｏ．1 ～６等が挙
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げられる。但し、本発明は以下の例示化合物により何ら限定されるものではない。
【００１３】
【化３】

【００１４】
【化４】

【００１５】
【化５】



(5) JP 4201431 B2 2008.12.24

10

20

30

40

50

【００１６】
【化６】

【００１７】
【化７】

【００１８】
【化８】

【００１９】
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上記一般式（Ｉ）で表される化合物は、例えば、三塩化リンと２，２' －メチレンビスフ
ェノール誘導体を反応させた後、加水分解して環状酸性リン酸エステルとし、次いで水酸
化ナトリウム等の金属水酸化物と反応させることにより製造される。このように得られた
上記一般式（Ｉ）で表される化合物は、更に、濾過、乾燥した後、必要に応じてこれを粉
砕し、結晶核剤として用いられる。
【００２０】
上記一般式（Ｉ）で表される化合物の配合量は、結晶性高分子化合物１００重量部に対し
て、０．００５重量部未満では効果が得られず、５重量部を超えても添加効果の向上が見
られないおそれがあるので、０．００５～５重量部が好ましく、０．０１～３重量部がよ
り好ましい。
【００２１】
　本発明の着色合成樹脂化合物に用いられる結晶性高分子化合物であるポリオレフィン系
高分子化合物としては、例えば、低密度ポリエチレン、直鎖状低密度ポリエチレン、高密
度ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブテン－１、ポリ－３－メチルブテン、エチレン
／プロピレンブロック又はランダム共重合体等のα－オレフィン重合体等が挙げられる。
【００２２】
　上記ポリオレフィン系高分子化合物としては、結晶性α－オレフィン重合体、ポリプロ
ピレン、エチレン／プロピレン共重合体及びこれらのプロピレン重合体と他のα－オレフ
ィン重合体との混合物等のポリプロピレン系樹脂が特に好適である。
【００２３】
上記結晶性高分子化合物は、分子量、分子量分布、メルトフローインデックス、ヘキサン
等の溶媒への不溶分の割合、立体規則性、例えば、アイソタクティックのペンタッド分率
やシンジオタクティックのトライアッド分率の程度、チーグラー・ナッター触媒やメタロ
セン触媒等の重合に用いた触媒の種類及び触媒の除去工程の有無によらず用いることがで
き、例えば、特開昭６３－３７１４８号公報、同６３－３７１５２号公報、同６３－９０
５５２号公報、同６３－２１０１５２号公報、同６３－２１３５４７号公報、同６３－２
４３１５０号公報、同６３－２４３１５２号公報、同６３－２６０９４３号公報、同６３
－２６０９４４号公報、同６３－２６４６５０号公報、特開平１－１７８５４１号公報、
同２－４９０４７号公報、同２－１０２２４２号公報、同２－２５１５４８号公報、同２
－２７９７４６号公報、特開平３－１９５７５１号公報等に記載されたポリプロピレン系
樹脂にも好適に用いることができる。
【００２４】
本発明の着色合成樹脂組成物に用いられる顔料としては、酸化鉄系顔料、チタン系顔料、
青、緑系無機顔料、カーボン顔料、アゾ系顔料、フタロシアニン系、縮合多環顔料等が挙
げられる。酸化鉄系顔料としては、例えば、鉄黒、べんがら、亜鉛フェライト顔料等が挙
げられ、チタン系顔料としては、酸化チタン、ニッケルアンチモンチタンイエロー、クロ
ムアンチモンチタンイエロー等が挙げられ、青、緑系無機顔料としては、群青、コバルト
ブルー、酸化クロム、スピネルグリーン等が挙げられ、アゾ系顔料としては、例えば、レ
ーキレッドＣ、ウォッチングレッド、ブリリアントカーミン６Ｂ等のアゾレーキ顔料、ホ
スタパームイエローＨ４Ｇ、ノバパームイエローＨ２Ｇ、ノバパームレッドＨＦＴ、ＰＶ
ファストイエローＨＧ、ＰＶファストイエローＨ３Ｒ、ＰＶボルドーＨＦ３Ｒ、ＰＶカー
ミンＨＦ４Ｃ、ＰＶレッドＨＦ２Ｂ、ＰＶファストマルーンＨＭＦ０１、ＰＶファストブ
ラウンＨＦＲ等のベンズイミダゾロン顔料、ジアリリドイエロー、ジアリリドオレンジ、
ピラゾロンレッド、ＰＶファストイエローＨＲ等のジアリリド顔料、クロモフタルイエロ
ー８ＧＮ、クロモフタルイエロー６Ｇ、クロモフタルイエロー３Ｇ、クロモフタルイエロ
ーＧＲ、クロモフタルオレンジ４Ｒ、クロモフタルオレンジＧＰ、クロモフタルスカーレ
ットＲＮ、クロモフタルレッドＧ、クロモフタルレッドＢＲＮ、クロモフタルレッドＢＧ
、クロモフタルレッド２Ｂ、クロモフタルブラウン５Ｒ等の縮合アゾ系顔料等が挙げられ
る。フタロシアニン系顔料としては、例えば、フタロシアニンブルー、フタロシアニング
リーン等が挙げられ、縮合多環顔料としては、ＰＶファストピンクＥ、シンカシャレッド
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Ｂ、シンカシャレッドＹ等のキナクリドン系顔料、イルガジンイエロー２ＧＬＴ、イルガ
ジンイエロー３ＲＬＴＮ、クロモフタルオレンジ２Ｇ等のイソインドリノン系顔料、ペリ
レンレッド、ペリレンマルーン、ペリレンスカーレット等のペリレン系顔料、ペリノンオ
レンジ等のペリノン系顔料、ジオキサジンバイオレット等のジオキサジン系顔料、フィレ
スタイエローＲＮ、クロモフタルレッドＡ３Ｂ、スレンブルー等のアントラキノン系顔料
、パリオトールイエローＬ０９６０ＨＧ等のキノフタロン系顔料等が挙げられる。
【００２５】
上記顔料のうち、酸化鉄系顔料、アゾ系顔料及びフタロシアニン系顔料を用いた場合、本
発明に係る顔料分散剤の効果が、最も顕著に現れるので好ましい。
【００２６】
上記顔料の配合量は、結晶性高分子化合物１００重量部に対して、０．０２重量部未満で
は殆ど着色されず、２０重量部を超えると樹脂組成物の物性が著しく低下するおそれがあ
るので、０．０２～２０重量部が好ましく、０．１～１５重量部がより好ましい。
【００２７】
本発明に係る顔料分散剤として用いられる炭素数８～３０のアルキル基を有するモノ又は
ジアルキルリン酸エステルの金属塩とは、エステル化されていない２個又は１個のリン酸
残基と金属とが結合した化合物のことであり、該アルキル基としては、例えば、ｎ－オク
チル、イソオクチル、第三オクチル、２－エチルヘキシル、ノニル、イソノニル、デシル
、ドデシル、ラウリル、トリデシル、ミリスチル、ペンタデシル、パルミチル、ペプタデ
シル、ステアリル、ノナデシル、エイコシル、ドコシル、トリコシル、テトラコシル、ペ
ンタコシル、ヘキサコシル、ヘプタコシル、オクタコシル、ノナコシル、トリアコンチル
等が挙げられ、これらのアルキル基は、結晶性高分子化合物に対する固溶性により適宜選
択される。また、該アルキルリン酸エステル金属塩を形成する金属としては、特に限定さ
れないが、マグネシウム又は亜鉛を用いると、顔料の分散性に高い効果があるばかりか、
上記一般式（Ｉ）で表される化合物（結晶核剤）の効果を殆ど阻害することがなく、優れ
た加工安定性、強度、加工後の耐収縮性を与えるので好ましい。
【００２８】
上記モノ又はジアルキルリン酸エステルの金属塩は、一種類又は二種類以上混合して用い
てもよく、その使用量は、結晶性高分子化合物１００重量部に対して、０．００５重量部
未満では添加効果が確認されず、５重量部を超えても添加効果の向上が見られないおそれ
があるので０．００５～５重量部が好ましく、０．０１～３重量部が更に好ましい。
【００２９】
また、本発明の着色合成樹脂組成物に更なる安定化を付与する場合、必要に応じて、汎用
の酸化防止剤、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン系光安定剤等の添加剤を添加することが
できる。
【００３０】
これらの添加剤として特に好ましいものとしては、フェノール系、硫黄系、リン系等の酸
化防止剤、紫外線吸収剤、ヒンダードアミン系光安定剤が挙げられる。
【００３１】
上記フェノール系酸化防止剤としては、例えば、２，６－ジ第三ブチル－ｐ－クレゾール
、２，６－ジフェニル－４－オクタデシロキシフェノール、ステアリル（３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、ジステアリル（３，５－ジ第三ブチ
ル－４－ヒドロキシベンジル）ホスホネート、チオジエチレングリコールビス〔（３，５
－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕、１，６－ヘキサメチレン
ビス〔（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕、１，６－
ヘキサメチレンビス〔（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸
アミド〕、４，４' －チオビス( ６－第三ブチル－ｍ－クレゾール) 、２，２' －メチレ
ンビス（４－メチル－６－第三ブチルフェノール）、２，２' －メチレンビス（４－エチ
ル－６－第三ブチルフェノール）、ビス〔３，３－ビス（４－ヒドキシ－３－第三ブチル
フェニル）ブチリックアシッド〕グリコールエステル、４，４' －ブチリデンビス（６－
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第三ブチル－ｍ－クレゾール）、２，２' －エチリデンビス（４，６－ジ第三ブチルフェ
ノール）、２，２' －エチリデンビス（４－第二ブチル－６－第三ブチルフェノール）、
１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－第三ブチルフェニル）ブタン、
ビス〔２－第三ブチル－４－メチル－６－（２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－メチ
ルベンジル）フェニル〕テレフタレート、１，３，５－トリス（２，６－ジメチル－３－
ヒドロキシ－４－第三ブチルベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（３，５
－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（３
，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、１
，３，５－〔（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオキシエ
チル〕イソシアヌレート、テトラキス〔３－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフ
ェニル）プロピオニルオキシメチル〕メタン、２－第三ブチル－４－メチル－６－（２－
アクリロイルオキシ－３－第三ブチル－５－メチルベンジル）フェノール、３，９－ビス
〔１，１－ジメチル－２－｛（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）
プロピオニルオキシ｝エチル〕２，４，８，１０－テトラオキサスピロ〔５．５〕ウンデ
カン、トリエチレングリコールビス〔（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフ
ェニル）プロピオネート〕等が挙げられる。
【００３２】
上記硫黄系酸化防止剤としては、例えば、チオジプロピオン酸ジラウリル、ジミリスチル
、ジステアリル等のジアルキルチオジプロピオネート類及びペンタエリスリトールテトラ
（β－ドデシルメルカプトプロピオネート）等のポリオールのβ－アルキルメルカプトプ
ロピオン酸エステル類が挙げられる。
【００３３】
上記リン系酸化防止剤としては、例えば、トリスノニルフェニルホスファイト、トリス（
２，４－ジ第三ブチルフェニル）ホスファイト、トリス〔２－第三ブチル－４－（３－第
三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニルチオ）－５－メチルフェニル〕ホスファ
イト、トリデシルホスファイト、オクチルジフェニルホスファイト、ジ（デシル）モノフ
ェニルホスファイト、ジ（トリデシル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ジステア
リルペンタエリスリトールジホスファイト、ジ（ノニルフェニル）ペンタエリスリトール
ジホスファイト、ビス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスフ
ァイト、ビス（２，６－ジ第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジホ
スファイト、ビス（２，４，６－トリ第三ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホス
ファイト、２，２' －メチレンビス（４，６－ジ第三ブチルフェニル）－２－エチルヘキ
シルホスファイト、２，２' －メチレンビス（４，６－ジ第三ブチルフェニル）－２－オ
クタデシルホスファイト、２，２' －エチリデンビス（４，６－ジ第三ブチルフェニル）
フルオロホスファイト、テトラ（トリデシル）イソプロピリデンジフェノールジホスファ
イト、テトラ（トリデシル）－４，４' －ｎ－ブチリデンビス（２－第三ブチル－５－メ
チルフェノール）ジホスファイト、ヘキサ（トリデシル）－１，１，３－トリス（２－メ
チル－４－ヒドロキシ－５－第三ブチルフェニル）ブタントリホスファイト、テトラキス
（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ビフェニレンジホスホナイト、９，１０－ジハイドロ
－９－オキサ－１０－ホスファフェナンスレン－１０－オキサイド、トリス（２－〔（２
，４，８，１０－テトラキス第三ブチルジベンゾ〔ｄ，ｆ〕〔１，３，２〕ジオキサホス
フェピン－６－オキシ〕エチル）アミン、２，２－ビス（４－〔（２，４，８，１０－テ
トラキス第三ブチルベンゾ〔ｄ，ｆ〕〔１，３，２〕ジオキサフォスフェピン－６－イル
）オキシ〕フェニル）プロパン等が挙げられ、特に、ビス（２，４－ジ第三ブチルフェニ
ル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，６－ジ第三ブチル－４－メチルフ
ェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、２，２' －メチレンビス（４，６－ジ第
三ブチルフェニル）－２－エチルヘキシルホスファイト、テトラキス（２，４－ジ第三ブ
チルフェニル）ビフェニレンジホスホナイト等の融点４０℃以上のものが樹脂の軟化点等
への影響が小さいので好ましい。
【００３４】
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上記紫外線吸収剤としては、例えば、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロ
キシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクトキシベンゾフェノン、
５，５' －メチレンビス（２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン等の２－ヒドロ
キシベンゾフェノン類；２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ベンゾトリアゾー
ル、２－（２－ヒドロキシ－５－第三オクチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２
－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－
（２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾ
ール、２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジクミルフェニル）ベンゾトリアゾール、２，２
' －メチレンビス（４－第三オクチル－６－ベンゾトリアゾール）フェノール、２－（２
－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－カルボキシフェニル）ベンゾトリアゾールのポリエ
チレングリコールエステル等の２－（２－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール類；
フェニルサリシレート、レゾルシノールモノベンゾエート、２，４－ジ第三ブチルフェニ
ル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル－３，５－ジ第
三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート等のベンゾエート類；２－エチル－２' －エトキ
シオキザニリド、２－エトキシ－４' －ドデシルオキザニリド等の置換オキザニリド類；
エチル－α－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、メチル－２－シアノ－３－メチ
ル－３－（ｐ－メトキシフェニル）アクリレート等のシアノアクリレート類等が挙げられ
る。
【００３５】
上記ヒンダードアミン系光安定剤としては、例えば、２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジルステアレート、１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルステア
レート、２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルベンゾエート、ビス（２，２，
６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペン
タメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－オクトキシ－２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジル）セバケート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、テトラキス（１，
２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラカル
ボキシレート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）・ビス（トリデ
シル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、ビス（１，２，２，６，６－
ペンタメチル－４－ピペリジル）・ビス（トリデシル）－１，２，３，４－ブタンテトラ
カルボキシレート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－２－
ブチル－２－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート、１－（２
－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジノール／コハク酸
ジエチル重縮合物、１，６－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミ
ノ）ヘキサン／ジブロモエタン重縮合物、１，６－ビス（２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジルアミノ）ヘキサン／２，４－ジクロロ－６－モルホリノ－ｓ－トリアジ
ン重縮合物、１，６－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミノ）ヘ
キサン／２，４－ジクロロ－６－第三オクチルアミノ－ｓ－トリアジン重縮合物、１，５
，８，１２－テトラキス[ ２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－６－イル] －１，５，８，１２－テ
トラアザドデカン、１，５，８，１２－テトラキス[ ２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ－（
１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－６－
イル] －１，５，８，１２－テトラアザドデカン、１，６，１１－トリス[ ２，４－ビス
（N －ブチル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）アミノ－ｓ－ト
リアジン－６－イルアミノ] ウンデカン、１，６，１１－トリス[ ２，４－ビス（N －ブ
チル－Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）アミノ－ｓ－トリア
ジン－６－イルアミノ] ウンデカン、３，９－ビス〔１，１－ジメチル－２－｛トリス（
２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルオキシカルボニルオキシ）ブチルカルボ
ニルオキシ｝エチル〕－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ〔５．５〕ウンデカン、
３，９－ビス〔１，１－ジメチル－２－｛トリス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－
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８，１０－テトラオキサスピロ〔５．５〕ウンデカン等が挙げられる。
【００３６】
その他必要に応じて、本発明の着色合成樹脂組成物には、予め重金属不活性剤、ｐ－ｔ－
ブチル安息香酸アルミニウム、ジベンジリデンソルビトール、金属石けん、ハイドロタル
サイト、ノニオン系界面活性剤、カチオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤、両性界
面活性剤等からなる帯電防止剤、ハロゲン系、リン系又は金属酸化物等の難燃剤、エチレ
ンビスアルキルアマイド等の滑剤、加工助剤、充填剤等を包含させることができる。
【００３７】
本発明の着色合成樹脂組成物は、その成形方法に特に限定されず、射出成形、カレンダ成
形、プレス成形、押し出し成形等一般的に用いられる方法が使用できる。
【００３８】
本発明の着色合成樹脂組成物を加工して得られる成型品としては、バンパー、ダッシュボ
ード、インパネ等自動車用樹脂部品、冷蔵庫、洗濯機、掃除機等家電製品用樹脂部品、食
器、バケツ、入浴用品等の家庭用品、玩具等の雑貨品、タンク類等の貯蔵、保存用容器等
が挙げられる。
【実施例】
以下、本発明を実施例によって具体的に説明するが、本発明は以下の実施例により何等制
限されるものではない。
【００３９】
（実施例１）
ポリプロピレン（モンテル社製「Ｐｒｏｆａｘ６５０１」）１００重量部、テトラキス〔
メチレン－３－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕メ
タン０．０５重量部、トリス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ホスファイト０．０５重
量部、表１記載の結晶核剤０．１重量部、表１記載の顔料２重量部、表１記載の顔料分散
剤０．３重量部からなる着色合成樹脂組成物について以下の評価を行った。
上記組成物を、インライン射出成形機（シリンダー温度２３０℃）を用いて、肉厚１．８
ｍｍ、直径１００ｍｍの円板型成形品用金型を用いて、金型温度６０℃で射出成形し、試
験片とした。この試験片を室温で２４時間放置した後、ＪＩＳ　Ｋ６９１１に基づいて最
大そりを測定し、また剛性を調べるため、ＡＳＴＭＤ－７４７－６３に基づいて曲げ弾性
率を測定した。結果を表１に示す。尚、表１中、顔料分散剤として顔料分散剤１又は２を
使用しているものが実施例であり、顔料分散剤として比較化合物１又は２を使用している
もの及び顔料分散剤を使用していないものが比較例である（表２～４も同様である）。
【００４０】
【表１】
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【００４１】
（実施例２）
ポリプロピレン（モンテル社製「Ｐｒｏｆａｘ６５０１」）１００重量部、テトラキス〔
メチレン－３－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕メ
タン０．０５重量部、トリス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ホスファイト０．０５重
量部、ミリスチン酸リチウム０．０５重量部、表２記載の結晶核剤０．１重量部、表２記
載の顔料２重量部、表２記載の顔料分散剤０．３重量部からなる着色合成樹脂組成物につ
いて以下の評価を行った。
この組成物を用い、実施例１と同様に試験片を作成し、最大そり及び曲げ弾性率を測定し
た。結果を表２に示す。
【００４２】
【表２】
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【００４３】
（実施例３）
高密度ポリエチレン（三井石油化学（株）製「ハイゼックス」）１００重量部、ジステア
リルチオジプロピオネート０．３重量部、テトラキス〔メチレン－３－（３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕メタン０．１重量部、表３記載の結
晶核剤０．１重量部、表３記載の顔料２重量部、表３記載の顔料分散剤０．３重量部から
なる着色合成樹脂組成物について以下の評価を行った。
この組成物を用い、実施例１と同様に試験片を作成し、最大そり及び曲げ弾性率を測定し
た。結果を表３に示す。
【００４４】
【表３】
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【００４５】
（実施例４）
ポリプロピレン（モンテル社製「Ｐｒｏｆａｘ６５０１」）１００重量部、テトラキス〔
メチレン－３－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕メ
タン０．１５重量部、トリス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ホスファイト０．１重量
部、表２記載の結晶核剤０．１重量部、表２記載の顔料２重量部、表２記載の顔料分散剤
０．３重量部からなる着色合成樹脂組成物について以下の評価を行った。
上記組成物についてＪＩＳ　Ｋ７２１０に基づいてＭＦＩ（メルトフローインデックス）
を測定した。又、この組成物を用い、１８０℃で１０分間ロール練りを行い、その後、１
８０℃で１０分間プレス成形して所定の試験片を作成し、曲げ弾性率を測定した。結果を
表４に示す。
【００４６】
【表４】
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【００４７】
【発明の効果】
本発明の着色合成樹脂組成物は、含有する着色剤の種類に関わらず、加工性が良好であり
、又、強度に優れた着色合成樹脂成形品を与えることができる。
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